
■ 「低炭素社会の実現に向けたモデル地域としての取り組み」の実現のための３つのテーマ 

当協議会では、‘エコセンター（仮称）’と ‘エコプラザ（仮称）’を軸に、以下の３つのテーマを展開し、「低炭素社会の実現に向けたモデル地域としての取り組み」を実現することを提案する。 

 
 
 
 
 
 
 

 

■ 施設・周辺整備イメージ（案） 

3 つのテーマに基づき、時間軸によって整理した施設・周辺整備イメージ（案）は以下のとおりである。 

 
 
 

“地域力”の向上 

 
学習、雇用、産業、集い 

などの機能を導入し 

地域の活力の更なる 

向上に役立てる 

まちづくりとの連携 

 
さまざまな上位計画や 

整備事業と連動し 

よりよいまちづくりに 

貢献する 

低炭素モデルの実現 

 
エコロジーや 

省エネルギーによる 

低炭素モデルエリアを 

構築する 

 

 

低炭素モデルの実現 

時間軸 施設・周辺整備イメージ（案） 

エコセンター（仮称） 

エネルギー供給施設（ごみ発電）

エコプラザ（仮称） 

（環境啓発施設） 

足湯 

イベント広場 

花や緑の充実 

電気自動車エネルギーステーション 

屋内フリースペース 

エリアを東西・南北に抜ける遊歩道 

中央通り景観整備⇒市道41号線無電中化

ホール 

パン工房（障害者雇用） 

学習・雇用・産業・集いの機能 

シルバー人材センター 

エリア外周の歩道整備

緑町コミセンとエコプラザ（仮称）との連携

千川上水沿い遊歩道整備 

芸術家の起業支援 

エリア整備 

周辺整備（まちづくり）⇒都市マスタープラン 

 

 

“地域力”の 

向上 

 

 

まちづくり 

との連携 

市資材置場を公園にする 

エコセンター（仮称） 

エコプラザ（仮称） 

市道 41 号線歩道整備 

市道 240 号線整備⇒バスルート見直し 

バリアフリー基本構想 

都営住宅未利用地の活用 

ムーバスルート・交通規制 自転車レーン設置

NTT 研究所敷地周囲の歩道設置、緑町コミセンのバリアフリー化

■ 新武蔵野クリーンセンター（仮称）施設・周辺整備協議会提言 

▼平成 29 年度 

▼平成 31 年度 

 

さらに 

計画の具体化 

 

新たな都市マスタープラン 

運営 

住民・企業・市の連携による CO2削減

エネルギーネットワーク 

未来へ進化 

空き家・空き住宅の活用 

エコな自転車との共存


